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1,306,807

平成28年度決算について

21,834,864 22,270,125 23,928,626

　 表－１　最近５か年の収支状況

区　　　分 Ｈ 24年度

104,889

Ｈ 27年度

22,447,488

21,061,061

1,386,427

79,620

▲ 401,505

78,552

1,066

0

92,384

▲ 12,766

（単位：千円）

1,008,833

▲ 297,974

658

0

104,189

Ｈ 28年度

22,351,522

21,237,800

1,113,722

当初 218 億 3,000 万円でスタートした予算は、5 回の補正を行い、7 億 3,197 万円を増額し、

また前年度からの繰越額 3 億 767 万 2 千円を加え、最終的には、228 億 6,964 万 2 千円となりま

した。 

こうした財政状況の中、湖西市総合計画に示された将来像「 市民が誇れる湖西市 」を実現す

るため、施策の積極的かつ効率的な推進に努めました。 

結果、前年度に比べ、歳入決算額は 9,596 万 6 千円の減少、歳出決算額は 1 億 7,673 万 9 千円

の増加となりました。本年度の特徴として、歳入では地方消費税交付金などの国からの交付金の

減や普通交付税の合併算定替による段階的な縮減の影響等により減少しました。歳出では新所原

駅周辺まちづくり事業、衛生プラント施設改修事業等の大型事業を着実に推進しました。 

 

 

Ⅰ  決算の状況  

1．決算規模 

平成 28 年度の一般会計は、 

    歳入      223 億 5,152 万 2 千円（ 前年度 224 億 4,748 万 8 千円 ） 

    歳出      212 億 3,780 万 0 千円（ 前年度 210 億 6,106 万 1 千円 ） 

 

となり、前年度に比べ歳入 0.4％の減少、歳出 0.8％の増加となりました。 

  歳入歳出差引額（形式収支）11 億 1,372 万 2 千円から、繰越明許費の翌年度へ繰り越すべき

財源 1 億 488 万 9 千円を差し引いた実質収支は、10 億 883 万 3 千円で、単年度収支は、▲2 億

9,797 万 4 千円となりました。 
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